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結晶磁気異方性をもつ FePt 規則合金とを組み合わせた FePt-TiN ナノコンポジ
ット薄膜を作製し、その構造・磁性について調査研究した。 
 
 実験方法：本研究では、反応性スパッタ法により Fe/Pt 比の異なる 2 種類の
FePt-TiN ナノコンポジット薄膜を作製した。ターゲットには Ti 面積が一定で
Feと Ptの面積比の異なった 2種類の Fe,Pt,Ti複合型ターゲットを用い、基板に
は石英ガラス、スパッタガスには Arガス、反応性ガスには N2ガス、をそれぞれ






 実験結果：作製した FePt-TiN ナノコンポジット薄膜の組成は、Fe/Pt 比≒1
（Fe43Pt37(TiN)20）、Ptリッチ（Fe27Pt56(TiN)17）であった。Fe/Pt比≒1薄膜、
Ptリッチ薄膜ともに、as-depo膜はアモルファスで、真空アニール温度の上昇に
ともない結晶性は向上し、その後薄膜内の FePt相が fct（L10 面心正方）構造
に規則化した。800℃の真空アニール後の規則度 Sは、Fe/Pt比≒1薄膜で 0.3、
750℃の真空アニールでも高い度合いの規則化を起こすPtリッチ薄膜で 0.9であ
った。また、Fe/Pt 比≒1 薄膜、Pt リッチ薄膜ともに、as-depo膜は膜面内に磁
化容易軸をもつ軟磁性薄膜で、真空アニール温度の増加につれて Fe/Pt比≒1薄
膜は徐々に、Ptリッチ薄膜は急激に保磁力が増加した。これは、FePt相の規則
化の度合いによると考えられる。以上のことから、Fe/Pt 比≒1 薄膜と比べ、Pt
リッチ薄膜はより低い真空アニール温度で規則化する傾向があるといえる。さら
に、750℃の真空アニール後の Ptリッチ薄膜では、垂直磁気異方特性の向上が見
られた。これは、薄膜面に垂直方向に沿った柱状構造粒子の形成によるものであ
る。 
